
 

 

 

「いずも産業未来博２０１７」の開催結果について 
 

【開催の目的】 

出雲市の企業・団体の製品・技術・研究内容や、全国の先端技術・製品を一堂に集め、

市民等に対し広く情報発信する。また、出雲の産業の魅力を「見て」、「触って」、「体感」

するブースを多数配置し未来の産業を担う子どもや学生などの若者と、地元企業・団体と

をマッチングする場を創出ことにより、将来の雇用確保と定住促進につなげる。 

 

【開催概要】 

１．名  称： いずも産業未来博２０１７ 

２．開催日時： 平成 29年 11月 3日（金・祝）～4日（土） いずれも 10:00～16:00 

３．開催場所： 出雲ドーム 

４．主 催： いずも産業未来博実行委員会、NPO法人 21世紀出雲産業支援センター 

５．共  催： 出雲市 

６．出 展 数： 108社・団体【Ｈ28実績 100社・団体】 

７．来 場 数： 12,600人（初日 6,500人、2日目 6,100人）【Ｈ28実績 10,500人】   

８．開催内容 

(1) 出展者による製品、技術等の紹介、販売 

①職業体験     23社･団体 自社の技術など活かした体験を提供 

②展示ＰＲ     64社･団体 産業技術･製品･サービス等を展示 

③特産品･飲食    21社･団体 特産品等の販売、飲食を提供 

 

(2) 「輝く出雲の企業」紹介（地場企業支援事業ＰＲブース） 

①「出雲ブランド商品」紹介ブース 

②「出雲推奨商品 おいしい出雲」紹介パネル 

③「世界へ羽ばたく！出雲の製品･技術」紹介パネル 

④「新規創業者」紹介ブース ３社                   【新規】 

⑤「ものづくり高度人財育成事業(若手技術者ものづくり塾)」成果発表ブース【新規】 

⑥「出雲の産業っておもしろくて、すごい！（自動車編）」紹介ブース ５社･１団体 【新規】 

⑦「ふるさと就職相談」ブース                     【新規】 

     
 

(3) イベント 

①みんなでチャレンジ！ものづくり体験ワークショップ  

地元企業の仕事や伝統技術など、ものづくり体験を通じて楽しく学ぶワークショップ。 

「和菓子づくり」「かんたんプログラムでゲームづくり」「iPadで変顔に変身」など

５つのワークショップを開催。 

■開催回数 28回 参加人数 1,414人 

②企業見学ツアー“ウルトラクイズ” 

ブースを廻り、出展者の技術や製品をクイズで楽しく学ぶ、クイズツアー 

■参加人数：40人 
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③笑顔と技術の“おもてなし茶屋”（出雲工業高校・出雲農林高校 共同展示） 

出雲の専門高校２校が、それぞれの学習成果、得意分野を活かした『茶屋』で来場者

をおもてなし 

④オープニングライブ 

 出雲北陵高校、出雲商業高校吹奏楽部による開会ファンファーレ、マーチング、ライ

ブパフォーマンス 

 ■参加人数 11/3 出雲北陵高校 48人  11/4 出雲商業高校 71人 

⑤あなたが選ぶ“№１ブース選挙” 

⑥全日本製造業コマ大戦 出雲特別場所 

 ■参加数：18チーム（市内：4 市外：7 県外：7） 

⑦ベンチャーキッズスクール in 未来博                 【新規】 

会社の立ち上げから仕入、製造など“商売の仕組み”を学んだ子ども達による、販売

実践 

 ■参加人数：市内小学生13名 

⑧働く出雲ドーム ～子ども店長募集～                  【新規】 

 出展者からの求人票により、来場者が実際に店長・社員になって「仕事」を体験。 

「仕事」を通じて働くことの楽しさを学ぶ。 

■求人数：42社・228人 参加数：32社・126人（延べ数） 

 

９．開催の様子 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

会場の様子 

警察・消防・自衛隊コーナー 

職業体験ブース 

バーチャルリアリティ体験 

働く出雲ドーム 子ども店長 

ベンチャーキッズスクール in 未来博 
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